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遊び場開放指導員の手引き

世田谷区教育委員会事務局
○はじめに

子どもの遊び場不足から発した遊び場開放事業は、発足以来、子どもたちが楽しく、安全に過ごせる場所として、時代とともにあり方や内容が検討され、現在に至っております。
今日では、これまでの遊びの場としてだけではなく、地域やＰＴＡ、また地域のスポーツ団体の方々と触れ合う、いわば地域が一体となった教育の場としても、活動が期待されています。
地域の特色や実態によって、遊び場を運営しておりますが、より充実した遊び場として皆さんとともに努力していきたいと考えております。
指導員の皆様に、お礼を申し上げるとともに、子ども達のよい理解者、協力者として、今後もより一層のご活躍をお願いいたします。

１．指導員の仕事

　　主な仕事は、基本的に次のとおりです。
（１）校庭の管理や遊具の管理、利用者の遊びの見守り等

（２）日誌の記入等の事務的な仕事
（３）日常の安全管理および事故発生時からの対応
（４）遊びの指導や、遊び場の調整等

但し、地域や学校の実情にあわせて開放しますので、遊び場により仕事の内容は異なる場合があります。

２．指導員が仕事を進める手順
具体的な手順は、基本的に次のとおりです。　※遊び場により異なる場合あり
（１）門をあける前の準備

　　　①出勤簿の押印

　　　②日誌等の事務用品の確認、学校からの連絡事項の確認

　　　③救急薬品の準備点検、事故発生時の連絡先の確認

　　　④腕章の着用

　　　⑤遊び場開放の看板の掲示

　　　⑥遊び場開放用具の確認
（２）開放しているときの仕事

　　　①参加児童の状況観察と相談

　　　②遊びの状況観察と相談

　　　③子どもに対しての世話

　　　④けがの処置などの世話

（３）終了時の仕事

　　　①閉門

　　　②遊び場開放の看板の格納

　　　③校庭内の確認（忘れ物など）
　　　④遊具の保管

　　　⑤日誌の記入

　　　⑥引継ぎ・終了
３．指導員の勤務時間

　（１）開放時間

　　　夏と冬では日没等が異なるため、開放する時間が変わります。

あ①標準の開放時間 | 午前９時から午後５時の間
　　　②冬期（１０月～３月）の開放時間 | 概ね午後４時まで
　　　ただし、各校の生活指導との関係もありますので、学校と調整した上で実施してください。

　（２）指導員の勤務時間

　　　原則として、午前８時３０分から午後５時３０分までの間です。

４．校庭の管理
　　夜間、日曜日、学校休業日の学校の施設（校舎、運動場）の管理は、警備員が管理していますが、遊び場開放中の校庭の管理については、指導員に任せられています。校庭や遊具が遊び場開放以外のことに使われたり、故意に壊されたりすることがないよう注意してください。

　　何かあった場合は、必ず警備員に連絡し、引き継ぎをお願いします。
５．服務上の注意事項

（１）都合により職務に従事できない日があるときには、事前に運営委員会に連絡し、その了解を得ること。

（２）職務に従事する前、及び終了後は必ず警備員に連絡すること。

（３）雨、雪その他天候等により実施できない場合には、学校及び運営委員長に連絡し、状況を日誌に記入すること。開放中の場合もこれに準じて対応すること。

６．事故防止と事故発生時の処置

　（１）光化学スモッグ公害発生時の措置

　　　光化学スモッグの発生は、人体の健康に様々な害を及ぼします。光化学スモッグ予報や注意報等の発令時には、次のように対応してください。

　　①予報及び注意報発令の場合

　　　　子どもの状況に注意し、目やのどに光化学スモッグによると思われる症状が生じた場合には、うがいをするよう指導し、帰宅させる。症状により、医師の診断を受けるようにする。日誌に学年、組、氏名及び症状を記入しておくこと。

　　　②警報発令の場合、遊び場開放を中止し、全員帰宅させる。このとき、寄り道をしないよう注意する。

　　　③重大緊急報発令の場合

　　　　遊び場開放を中止し、全員帰宅させる。

　　　　これらの発令は、区より学校に連絡が入ります。

　　　　※区のホームページでも、確認できます。

（２）事故防止と安全確保

　　　①開放前には開放場所を巡回し、危険な場所の有無を確認し、立ち入り禁止の指導をする等、事故防止の措置をとる。

　　　②利用者の安全な利用を妨げる行為をする者がいれば、これを静止し、正常な状態にさせる。

③開放時間中、参加者一人ひとりに声をかけ、利用者を確実に把握し、安全な遊びをするように指導する。

④受付を行い、不審な者が校庭内に出入りした場合に、すぐにわかるようにする。万が一、不審な者を発見した場合は、参加者を速やかに避難させるとともに学校と連携しながら、対応する。

　　　⑤万一、校舎内で火災が発生した場合は、落ち着いて、すみやかに安全な場所へ子どもを避難させることができるように平素から心がける。
　　　⑥校内での禁止事項

　　　（ア）自転車、オートバイの乗り入れ

　　　（イ）スケートボード、ローラースケート等

　　　（ウ）校舎の中への立入り（ただし、トイレの使用や事故発生時等の緊急時の保健室等の利用を除く）

　　　（エ）ペットの散歩

      （オ）飲食

      （カ）野球の軟式・硬式ボール、金属バット等の持込

      （キ）喫煙

      （ク）その他、安全をおびやかす等、他人への迷惑行為。

（３）事故発生時の処置

　　　　指導員は、医療行為をすることはできません。
医者の診断を受け、治療させるまでの処置（応急処置）であることを前提として行ってください。
①処置の順序

　　　（ア）応急処置を行う。（詳細は「②応急処置の例」をご覧ください。）
※薬品を使用する場合、必ずアレルギー等の確認を行うこと

＜応急処置の５か条＞
・冷静な判断と適切な処置（あわてたり、騒ぎ立てたりしない）
　　　　　・患者の扱いは安全第一に
　　　　　・素早くケガや容態の程度を調べる

　　  　　・程度により、医師に連絡、または救急車を呼ぶ
　　  　　・患者をいたわり、安心させる（ゆすったりしない）
（イ）保護者に連絡し、学校・運営委員長に連絡する（電話番号を確認しておくこと）。

（ウ）最寄りの医師に連絡し、医師の指示に従うこと（連絡先を確認しておくこと）

　　　（エ）必要に応じて、医者に連れて行く、または救急車を呼ぶこと。

　　　（オ）事故報告書の提出（遊び場開放運営委員会が作成し、提出する。）

②応急処置の例
（ア）止血　
①傷口に滅菌ガーゼを強く当て、傷口を心臓よりも高く上げる。
②それでも、血が止まらない場合、傷口より心臓に近い方で脈を感じる所を指で押さえる。
③血が止まったら、包帯を少しきつめに巻く。先のほうが冷たくなったり、白くなってきたら、強く巻きすぎなので、少し弱める。

（ｂ）鼻血の止血　
①椅子等に座り、背を伸ばし、頭をまっすぐにして、小鼻を押さえます。
②それでも血が止まらないときは、氷などで鼻を冷やしてください。

※上を向くと、血液を飲んでしまいます。また、後頭部をたたくと、刺激になるのでたたかないでください。

　　　（ｃ）傷口の消毒　

流水（水道水）で傷口を洗う。こすってはいけない。

　　　　　※消毒液は本人、または保護者の意向を確認した上で、使用してください。

　　　（ｄ）骨折、脱臼、捻挫　
変形を直さず、副木を当て、その場所の上下の関節を動かないように固定し、医者に連れて行く。

　　　（ｅ）打撲症
冷湿布をし、患部の安静を心がける。
（ｆ）脳しんとう
①頭を打った時は、倒れた場所から絶対に動かさない。
②頭を冷やし、救急車を呼ぶ。
③嘔吐がある時は、のどに物が詰まらないように、体を横向きにする。
（ｇ）日射病
日陰の涼しいところに仰向けに休ませ、バンド等をゆるめ、頭を冷やす。

　　　（ｈ）脳貧血
枕はしないで、頭を低くし、足を高くして休ませる。

（ｉ）虫さされ
はれがひどい場合、医師にかかるよう指導する。
（ｊ）やけど　
①流水（水道水）で充分に冷やす。

②その後、医師に相談する。

　　　　※応急処置後に回復した場合でも、安静にして、状況に応じて、自宅まで連れて行くか、保護者に引き取りに来るようにしてください。

※保護者にメモ等で事故やけが等の状況を報告してください。

７．ゲームと指導

　（１）ゲームの要素

　　　①いつ、どこでも手軽にできるもの
　　　②誰でも参加して楽しめるもの
　　　③心を豊かにし、健康増進に役立つもの
　　　④気分転換、疲労回復の目的に役立つもの
　　　⑤社会性の養成に役立つもの
　　　⑥安全で健康的なもの
　　　⑦用具、場所などをあまり要しないもの
　（２）指導者の態度

　　　①和やかな雰囲気づくり
　　　②一緒に楽しもう
　　　③自信と熱意を持って
　　　④心に余裕を持って
　　　⑤たえず研究、努力しよう
ホームページ用に一部内容を変更しています。
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